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資料 試料の回収は、なるべく月始めの降水のな

い日に行い、実験室で捕集水をろ過した後、

導電率･PHを測定し、各成分分析用の検体を

分取した。

また、ダストジャーには4～10月まで、昨

年と同様､目の大きさが1.5mの防虫ネットを

張っておいた。

一方、ろ過式採水器は、6月は3リットル容

の細口ポリエチレン瓶を利用して製作したが＝

断面積が小さく採水量が少ないため、7月よ

り10リットル容の細口ポリエチレン瓶を利用

したものに変更した。

ろ過式採水器による試料の回収は、一週間

に一回程度を一応の目安としたが、降水量や

勤務の都合によって2～14日まで幅がある。

また、ろ過式採水器とダストジャーのデー

タの比較を容易にするため、ダストジャー試

料を回収する日には必ずろ過式採取器による

試料も回収した。

このため、7，9、3月の最後のろ過式採

水器による試料がわずかしか回収できず、一

部の成分しか分析できなかった（7月は全く

分析できなかった)。この試料の分析値につい

ては、各月の集計には加えなかった。

富山市における降下物量と主要溶存成分の

月別変化II(1988年4月～1989年3月)＊

朴木英治

富山市科学文化センター

降水や自然落下によって大気中から地上に

輸送される物質量と、季節変化を明らかにす

るために、朴木(1987)に引き続き降下物観測

を科学文化センター屋上で行なった。

今年度は、ダストジャー方式による月毎の

観測の他に、さらに、観測データを補強する

目的で、ろ過式採水器を6月より設置した。

観測方法・試料の処理

ダストジャーは、5月まで前年度作成した

容器(断面積188.6cm2)を継続して使用した(試

料中にはかなりの藻類の発生が見られた)。

6月は20リットル容のポリエチレン製容器

(断面積653.4cm2)に変え、7月より新方式の容

器を使用した。これは、ろ過式採水器の口の

部分にオーバーフロー用のパイプを付けた中

栓をつけたもので、パイプの高さ以上に水位

が上がると、降水がパイプを通って下のフィ

ルター部に入り、ろ液がポリタンクにたまる

ようにしたものである（図－1）。

試料の分析方法

採取した試料は以下の方法で分析した。

pH：電極法

導電率：導電率計

固形降下物：観測後のフィルターの増量

水溶性降下物：溶解性蒸発残留物

総降下量：固形降下物十水溶性降下物

ナトリウムイオン：炎光光度法

カリウムイオン：同上

カルシウムイオン：EDTA滴定法

マグネシウムイオン：同上

アンモニウムイオン：インドフェノール

法
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図－1ダストジャー容器
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塩化物イオン：チオシアン酸第二水銀法

硫酸イオン：クロム酸バリウムージフェ

ニルカルバジッ卜法

硝酸イオン：亜鉛還元一GR法

亜硝酸イオン：GR法

イオン状シリカ：モリブデン青法

リン酸イオン：モリブデン青法
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富山市における降下物堂と主要溶存成分の月別変化II(1988年4月～1989年3月：
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朴木英治

なお、降水量・平均気温は富山県気象月報

(富山地方気象台，1988,1989)によった。

1mIⅢ － 総 降 下 ■

公一一．水溶性降下物量

一・一・固型降下物量

卯、［
二
型
匡
Ｏ
Ｅ
、
四
Ｅ
、
ｍ
Ｅ
－

【刑Ⅲ

結果

ろ過式採水器による観測結果を表一，に、

また、その月毎の集計を表－2に示す。

表2のpH、導電率は加重平均の値である

(pHの平均は、水素イオン濃度を算出し、こ

れを採水量で加重平均したのち再びpH値に

もどした)。

ダストジャーによる観測結果を表－3に示

す。

両者のデータを比較すると、ダストジャー

に防虫ネットを張っていた期間では、一部の

項目で、ろ過式採水器によるデータの積算値

よりも低くなった項目もあった。

これは、防虫ネットによって降下物の捕集

が妨げられた結果ではないかと考えられる。

また、亜硝酸イオン、リン酸イオンについ

ては、常にダストジャーによる方の値が小さ

くなっているが、容器中で化学変化を起こし

ているものと考えられる。
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［month］

図－2降下物の月別変化（ダストジャー〉

総降下量は、4～7月にかけて減少し、8

月以降増加する。とくに10月以降に降下が多

く、11月と2月にピークが見られた。

11月のピークは水溶性降下物の降下量のピ

ークに対応し、2月のピークは固形降下物の

降下量のピークに対応している。

また、今年度の年間の総降下量の287パー

セントが夏期に、71.3パーセントが冬期に降

下している。その内訳について見てみると、

水溶性降下物、固形降下物ともに夏期に28.7

パーセント、冬期に71.3パーセント降下して

いた。

3．pH

ろ過式採水器による6月から翌年の3月ま

での降水中のpHの出現頻度を夏期と冬期に

分けて示す(表－4）。

表－4ろ過式採水器による降水中のpH出現頻度

1．降水量

今年度分の観測期間中の年間の降水量は

2514mmで、このうち、全体の48.4パーセント

にあたる1216mmの降水が4月から9月(夏期

とする）に､51.6パーセントにあたる1298mが

10月から翌年の3月(冬期とする）の間に降っ

た(表－3)。最も降水量が多かった月は11月

(3615mm)であり、最も少なかった月は6月

(112mm)であった。

2．降下物量

ダストジャー法による水溶性降下物、固形

降下物、およびこれらの合計である総降下物

量の月別変化を、図－2に示す。

*pH600以上の降水はいずれも1月以降に観測
された。
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富山市における降下物堂と主要溶存成分の月別変化II(1988年4月～1989年3月】

全体の平均値は4.97、最小のpH

最高のpHは6.56であった。最低、

1989年3月に観測された。また､pH

の降水が1月以降4回観測された。

ex・硫酸イオンであった。

また、ex，硫酸イオンは年間降下量の55パ

ーセントが、硝酸イオンは66パーセントが冬

期に降下していた。これらの成分は、ナトリ

ウムイオンや塩化物イオンなどの海水由来の

成分に比べて、冬期にやや多いが、季節変化

は少なかった。

降下量のピークは両イオンとも11月であっ

た(図－4）。

は4．34、

最高とも

6.00以上

4．ナトリウムイオン・塩化物イオン

両者とも主な起源は海水であると考えられ

ている。その降下量は夏期に少なく、冬期は

非常に多い。今年度の観測によると、ナトリ

ウムイオンでは年間の降下量の91パーセント

が、塩化物イオンでは86パーセントが冬期に

降下していた。夏期の，力月分の降下量に相

当する量が冬期の一雨で降下することも珍し

くなかった。

降下量のピークは'1月であった。

また、’0月以降のダストジャーとろ過式採

水器による試料のナトリウムイオンに対する

塩化物イオンの濃度比は、海水の比に近い値

となっていた(図－3）。
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図－4硫酸イオン、硝酸イオンの月別降下量

（ダストジャー）

6．アンモニウムイオン･ex・カルシウムイオ

ン

両者とも大気中に生成した硫酸や硝酸を中

和する主要な成分と考えられる。

ex・カルシウムイオンは4．5月および、11

月以降に降下量が多かった。また、アンモニ

ウムイオンは7月および、11以降に降下量が

多かった。

また、ex・カルシウムイオンは年間降下量

の58パーセントが、アンモニウムイオンは62

パーセントが冬期に降下していた（図－5）。
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図－3ナトリウムイオン、塩化物イオンの

月別降下量（ダストジャー）

5．ex・硫酸イオン、硝酸イオン

ex硫酸イオンの算出の基準としてナトリ

ウムイオンを使った。しかし、土壌由来のナ

トリウムイオン量の見積はできていないため＝

全量が海水由来であると仮定した。

夏期には、降水中のナトリウムイオン量が

少ないため、硫酸イオン降下量のほとんどが、
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図－5アンモニウムイオン、ex、カルシウ

ムイオンの月別降下量(ダストジャー：
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